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「まちだ〇ごと大作戦 18-20」の由来 

「〇ごと」には「町田市民が全員で」という意味でのまるごと、「市内

の地域全体で」という意味でのまるごと、「文化もスポーツも、いろい

ろな活動を」という意味でのまるごとというように、様々な意味が込め

られています。また、漢字や仮名ではなく「まる印」を使っているのは、

人と人の輪やつながりを表わしています。そして、「大作戦 18-20」

で、3 年間にわたって、ワクワクするお祭りのように盛り上がっていこ

うという意味をこめています。 
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Ⅰ．〇ごと大作戦とは 

町田市では、2018 年の市制 60 周年から、ラグビーワールドカップ 2019、東

京 2020 オリンピック・パラリンピックへと続く 3 ヵ年を「未来を見据えた 3 年」

と位置付け、「まちだ〇ごと大作戦 18－20」（以下、「〇ごと大作戦」）を実施します。 

 

※2018 年から 2020 年の 3 ヵ年の取り組みとして始まった『まちだ〇ごと大作戦

18-20』は、「あなたの夢をみんなで実現」をキャッチフレーズに、新たなつなが

りが生まれ、各地域で様々な盛り上がりを見せていました。しかし、新型コロナウ

イルス感染症の拡大によって、多くの取り組みが中止や延期を余儀なくされました。

まちだ〇ごと大作戦実行委員会では、市民や地域、事業者の皆さんが、安心して、

やってみたい夢の実現に向けて、取り組みの準備やつながりづくりができるよう、

実施期間の 1 年延長を決定しました。 

これにより、2018 年から 2020 年までの 3 ヵ年と実施期間を延長

した 2021 年の１ヵ年の計４ヵ年の取り組みを「まちだ〇ごと大作戦

１８－２０」（以下、「○ごと大作戦」）として実施します。なお、実施期

間を延長した 2021 年は「まちだ〇ごと大作戦１８－２０プラス」と呼称し

ます。 

 

１．〇ごと大作戦の目的  

〇ごと大作戦とは、あなたの夢を実現につなげる取り組みです。この取り組みを

通じて、以下の２つの目的の達成を目指します。 

 

（１）市民主体、地域とのつながりで進めます 

  市民・地域団体・企業などが、自ら「やってみたい夢」の実現に向けた取り組み

を、賛同者の知恵や応援を得て、地域の結びつきをより強めながら実施します。そ

して、次の世代に引き継がれる「新しい価値」を創り出すとともに、市民活動・地

域活動を盛り上げていきます。 

（２）自ら魅力を創造し、発信します 

  市内各地域が「祭り」のように盛り上る様子を市内外に広く情報発信します。そ

れによって、市民の市や地域に対する愛着と誇り、市外からの関心と憧れを高め、

「住みたいまち」「住み続けたいまち」「訪れたいまち」としての魅力を高めていき

ます。 

 

２．〇ごと大作戦のコンセプトと目指すまちだの姿  

（１）コンセプト 

 

 

 

 

人と人、人と地域団体との新しいつながりから 

市民や地域団体の考える夢をみんなでカタチにし、 

次の世代へのレガシーを創りあげる交流感動都市まちだへ 



 

- 2 - 

 

（２）〇ごと大作戦で実現を目指すまちだの姿 

スポーツ、文化・芸術、教育・生涯学習、健康・福祉、自然・環境、安心・安全、

街づくりなどあらゆる分野で取り組みが実施され、その取り組みを通じて目指すま

ちだの姿は次の５つです。 

・スポーツとともに 元気なまちだ 

・学び、楽しみ、未来につなげるまちだ 

・様々な世代が地域で安心して笑顔で暮らせる住みよいまちだ 

・地域の魅力があふれ、賑わいあるまちだ 

・「まちだ好き」が集い、地域の未来を考える人が育つまちだ 

 

Ⅱ．大作戦チャレンジ事業とは 

「大作戦チャレンジ事業」とは、多様な実施主体が自ら「やってみたい」と考えて

いる提案を、賛同者の知恵や応援を得ながら、実現化を目指す取り組みです。 

提案するレベルまでには至っていないアイデアについても受付・公開し、賛同者や

知恵を募るなどして、その実現に向けた支援を行います。 

大作戦チャレンジ事業として募集する提案・アイデアは、2021 年 12 月末日まで

に実施するものを対象とします。 

 

 １．大作戦チャレンジ事業の要件  

市民、地域団体、企業などの実施主体が、自ら取り組む事業で、次の①から⑤の

判定項目を全て満たすものとします。 

なお、事業は実行委員会による事業化の決定を受けてから 1 年以内に実施可能な

ものを基本とします。 

① 人と人、人と地域団体との新しいつながりのもとで実施し、つながりが広げ

られるような事業であること 

② 次世代に何かを残せるような事業であること 

③ 自分にも他の人にも価値（ニーズ、公益性、ワクワク感）のある事業である

こと 

④ 新規事業または既存事業に新たな視点（実施主体の追加、対象者の拡大など）

を加えてレベルアップを図った事業であること 

⑤ 次の㋐から㋔のうちのどれか１つ以上を満たしていること 

㋐市制 60 周年、ラグビーワールドカップ、オリンピック・パラリンピック、

町田市文化プログラム（詳細はP.1３参照）の要素が含まれている、または

それらを契機とした事業 

㋑町田市や地域のプロモーションにつながる事業 

㋒特定のテーマで多くの人の関心を呼び、プロモーションにつながる事業 

㋓地域団体が主体となり、地域の魅力の発信など、地域に根差した事業 

㋔市民、企業などが主体となり、地域団体との関わりの下で行う事業 
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２．実施主体（団体等）の要件  

自らが考える提案に意欲的に取り組むことができ、かつ、事業実施後の成果等の

報告を行うことができるもので、具体的には次の①から④を指します。 

① 主に市内で活動を行う非営利活動団体（町内会・自治会、市民活動団体、 

ボランティアグループ、NPO 法人、PTA 等） 

② 公益法人（社団法人、財団法人等） 

③ 町田市に主たる事務所を置く企業等 

④ 事業の趣旨に賛同し集まった原則 5 人以上で構成されるグループ 

 ※個人でも、アイデアの趣旨に賛同する仲間（支援者や協力者）を集めて、夢の実

現を目指すことができます。 

 

 ３．対象とならない事業及び実施主体  

・営利を主たる目的とする事業 

・特定の個人や団体のみが利益を受ける事業 

・政治、宗教、選挙活動を目的とする事業 

・実施主体の構成員の交流会など親睦会的な事業 

・毎年継続して行っている事業で、事業内容の変更を伴わない事業 

・実施主体の活動を伴わない政策提言や施設等の整備を目的とする事業 

・募金活動や署名活動を主たる目的とする事業 

・公序良俗に反し、社会的非難を受けるおそれがある事業 

・広く一般に公開されない事業 

・まちだ〇ごと大作戦実行委員会（以下、「実行委員会」）が実施主体として不適当

と認める団体 

 

 ４．実施主体の責務  

大作戦チャレンジ事業に取り組む実施主体の皆さんは、以下の４つの責務を果た

すよう努めてください。 

・自ら意欲的に取り組む 

〇ごと大作戦は、「○○やってみたい」と考えている皆さんが、賛同者の知恵

や応援を得ながら実現を目指す取り組みです。「誰かがやってくれれば」ではな

く、「自分が」「自分達が」取り組み、夢の実現を目指してください。 

・仲間をつくり、地域とつながりながら進める 

〇ごと大作戦は、提案の内容を他の人にも理解してもらい、仲間を増やして実

現を目指す取り組みです。そのため、提案の理解者を増やし、仲間をつくり、地

域ともつながりながら取り組んでください。 

・みんなの笑顔につながる価値を創る 

〇ごと大作戦は、新しい価値を創りだす取り組みです。地域課題の解決やイベ

ントなどによって、取り組みを行う皆さんだけでなく、他の人の笑顔につながる

新しい価値を創りだしてください。 
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・ロゴマークなどを活用して自ら情報発信する 

〇ごと大作戦は、取り組みによって新しい魅力を創造し、

その魅力を市内外の多くの方に知ってもらうシティプロモ

ーションとしての取り組みでもあります。 

そのため、皆さん自身がホームページや SNS 等を利用し

て、提案段階から積極的に情報を発信してください。 

大作戦チャレンジ事業の決定を受けると、〇ごと大作戦の

統一ロゴマークを使用することができます。ホームページや

ポスター、チラシ等に使用して、〇ごと大作戦の取り組みで

あることを PR してください。 

 

Ⅲ．大作戦チャレンジ事業の募集 

 

大作戦チャレンジ事業として募集する提案・アイデアは、2021 年 12 月末日まで

に実施するものを対象とします。 

 

１．エントリーシートの提出  

エントリーシート提出前に、まずはご相談ください。 

事務局との相談後、エントリーシートを記入し、事務局に郵送、メール、FAX、窓

口で提出してください。 

エントリーシートの受付は、随時行います。なお、2 年目以降の大作戦チャレンジ

事業については、継続申請者用の実施状況報告を提出していただきます。 

 

２．企画書の提出（本申請）  

エントリーシート提出後、打ち合わせや調整を重ね、提案をブラッシュアップし企

画書としてまとめあげ、郵送または窓口で提出してください。 

大作戦チャレンジ事業は、2018 年から 2020 年の 3 年間及び 2021 年の１年

延長期間で実施します。 

企画書の受付は 3 ヵ月毎（2021 年は３月、６月、9 月の各月末日）に締め切り

を設け、最終の受付は、2021 年 9 月末日となります。 

原則として、企画書の受付締切月の概ね翌月末に、大作戦チャレンジ事業の判定や

資金支援対象事業の評価を行い決定します。 

 

 

 

 

 

 

＜相談・受付・お問い合わせ先＞ 

まちだ〇ごと大作戦実行委員会事務局（町田市役所広報課） 

住 所：町田市森野 2-2-22 市庁舎４階 

電 話：042-724-4084  FAX：042-724-1171 

メール：mcity3260@city.machida.tokyo.jp 

（電話・窓口での受付は、平日 8 時 30 分から 12 時、1３時から 17 時） 

※窓口での相談を希望される場合は、事前連絡のうえお越しください 

mailto:mcity3260@city.machida.tokyo.jp


 

- 5 - 

 

 ３．大作戦チャレンジ事業の申請の流れ  

項目 内容 
提出書類 

(書類は返却いたしません) 

①事前相談 

まず、事務局に相談します。 

実施したい夢、時期、場所などの想いをお

聞かせください。 

 

②エントリー 

エントリーシートを郵送、メール、FAX、

窓口で提出します。 

提案者が希望する場合、実行委員会ホーム

ページで提案・アイデアを公表し、仲間や

アイデアを募ることができます。（公開希望

の有無は、エントリーシートに〇をつけてくだ

さい。） 

・エントリーシート 

※2 年目以降の大作戦チ

ャレンジ事業について

は、継続申請者用の実施

状況報告を提出していた

だきます。 

③打ち合わせ・ 

企画書作成 

仲間や関係者（市や関連団体等）と打ち合

わせや調整を行い、提案のブラッシュアッ

プを図りながら、企画書を作成していきま

す。提案の内容によっては、地域団体との

調整も図ります。 

※⑤判定・評価（実行委員会で３カ月ごとに実

施）の時期を考慮して打ち合わせを進めます。 

※実施スケジュールは余裕を持って立ててくだ

さい。 

 

④本申請 必要書類を添付して企画書を提出します。 

・企画提案申請書 

・企画書 

・団体の概要書 

・団体の構成員名簿等 

【資金支援を受ける場合

の追加資料】 

・収支計画書 

⑤判定・評価 

企画書をもとに、実行委員会で、〇ごと大

作戦に該当するかどうかの判定をします。 

資金支援が必要な場合は、さらに資金支援

対象事業かどうかの評価を行います。 

（判定・評価項目は P.8参照） 

 

⑥決定 
判定・評価の結果を、〇ごと大作戦決定通

知書をもって通知します。 
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項目 内容 
提出書類 

(書類は返却いたしません) 

⑦実施 
〇ごと大作戦として決定された提案の準

備を進め、実施します。 

【クラウドファンディン

グ*を活用する場合の追

加資料】 

・クラウドファンディ

ング活用申請書 

【前払いを希望する場合

の追加資料】 

・助成金前払い交付申

請書兼請求書 

⑧報告・申請 

事業実施後、１か月以内に必要書類を添付

して報告します。 

 

※報告に関する必要書類の提出が 2022

年 1 月末を過ぎると助成金の支払いが出

来ない場合があります。 

・事業実績報告書 

・事業の概要が分かる

書類等 

【資金支援を受ける場合

の追加資料】 

・助成金交付申請書 

・収支報告書 

・領収書等の写し 

⑨助成金の 

確定 

報告内容を確認し、助成金額を確定し、助

成金確定通知書をもって通知します。 
 

⑩請求 確定した助成金を請求します。 ・助成金交付請求書 

⑪支払 
請求書受付後、１か月以内に口座振り込み

を行います。 
 

＊クラウドファンディング：ある目的のために、インターネットを通じて、不特定多数の人

から資金の出資や協力を募ること 

 

♦事業計画の変更・中止♦ 

事業計画を途中で変更・中止する場合は、所定の事業変更（中止）承認申請書に

必要書類を添えて提出し、実行委員会の承認を受けることが必要となります。 

変更・中止がわかった時点でなるべく早めにご相談ください。 
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Ⅳ．大作戦チャレンジ事業の支援メニュー 

実行委員会や町田市役所は、相談の段階から、実施に向けた相談・助言・調整を行

うとともに、提案内容の公開により、取り組みの PR や仲間やアイデアを募るサポー

トを行います。大作戦チャレンジ事業の判定・評価基準（P.8）を満たした事業につ

いては、取り組みを広く PR するための情報発信や活動場所の確保、資金の一部助成

など、提案の実現に必要な支援を行います。 

①情報発信
の支援 

○事業の PR・告知 
実行委員会のホームページや SNS 等での紹介 
各実行委員の広報媒体の活用 
町田市役所の広報媒体の活用 
（広報まちだ、ホームページ、プレスリリース、ラジオ広報、広報

TV、関連施設への掲示等） 

②人材、 
ノウハウ
の支援 

○支援者や協力者の募集、紹介 
実行委員や町田市役所の各部署、ホームページ等を活用して、各種
協力の呼びかけを行っていきます。 

○事業の実施に向けた相談、助言、調整 
提案内容のブラッシュアップ 
関係団体や関係機関との打ち合わせ 
企画書作成のサポート 
アドバイザーの派遣 

○研修会・講座等の開催 
各実施主体が行う効果的な情報発信（SNS 活用等）に向けた講座
等の開催等 

③場・機会
の支援 

○活動場所の募集や紹介 
実行委員や町田市役所の各部署が管理している場所の優先的な活
用や規制等により使うことが難しかった場などの規制の緩和 

○仲間づくりや交流につながる機会の提供 
提案やアイデアの実行委員会のホームページ上での公開を通じた、
新しい出会いや仲間づくりの実施 

④資金支援 
（詳細は P.10

参照） 

○資金助成コース  
事業の実施に必要な経費の一部または全部を助成 

○クラウドファンディング活用支援コース 
クラウドファンディングを活用して資金調達した際の手数料を助成 

※２種類のコースを組み合わせて申請することも可能です。 

※クラウドファンディングによる資金調達は、実行委員会が協定を締結してい 

る「CAMPFIRE」を利用することが条件になります。 

※資金支援は、先着順で受け付け、予算の範囲内での実施となります。 

（注）資金支援を受ける場合の留意事項 

・１実施主体が１年間に助成を受けられる事業数はコースに関わらず原則として１事

業とします。 

・作戦実施期間は、判定を受けてから 2021年 12 月 31 日までです。 

・町田市役所の他の補助制度等の対象となる事業については、資金支援の対象外（資

金支援以外の支援は対象）とします。 

・実績報告の内容により、助成金額が交付決定金額を下回る場合があります。 

・口座振込で支払うため、原則、提案団体名が明記された口座を作成してください。 
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Ⅴ．大作戦チャレンジ事業の判定・評価 

【大作戦チャレンジ事業の判定】 ※P.２の再掲 

① 人と人、人と地域団体との新しいつながりのもとで実施し、つながりが広げ
られるような事業であること 

② 次世代に何かを残せるような事業であること 

③ 自分にも他の人にも価値（ニーズ、公益性、ワクワク感）のある事業である
こと 

④ 新規事業または既存事業に新たな視点（実施主体の追加、対象者の拡大など）
を加えてレベルアップを図った事業であること 

⑤ 次の㋐から㋔のうちのどれか１つ以上を満たしていること 
㋐市制 60 周年、ラグビーワールドカップ、オリンピック・パラリンピック、
町田市文化プログラム（Ｐ.13 参考 3 参照）の要素が含まれている、また
はそれらを契機とした事業 

㋑町田市や地域のプロモーションにつながる事業 
㋒特定のテーマで多くの人の関心を呼び、プロモーションにつながる事業 
㋓地域団体が主体となり、地域の魅力の発信など、地域に根差した事業 
㋔市民、企業などが主体となり、地域団体との関わりの下で行う事業 

【資金支援対象事業の評価】 

評価項目 評価の視点 

企
画
力 

メッセージ性 

〇ごと大作戦実施期間をチャンスと捉えたメッセージ性やインパ

クトがある事業か。（レベルアップ事業については、変更内容に込

めたメッセージ性を評価） 

ワクワク・ 

ユニーク度 

創造性があり、多くの人の価値（ニーズ、公益性、ワクワク感）に

つながる事業か。 

つながり 
人と人、人と地域団体とのつながりが広がり、「町田が好き」「地域

が好き」な人が増えるような事業か。 

町田らしさ 
地域や実施主体の特性を生かして「町田らしさ」「地域らしさ」が

表現できている事業か。 

プロモーション 市内外に町田や地域の魅力をプロモーションできるような事業か。 

実
行
力 

実現性 主体的に運営できる体制が確立されており、実行可能な事業か。 

情報発信力 効果的な手法やツールによる情報発信が計画された事業か。 

費用の妥当性 予算計画が活動内容と比べて妥当な事業か。 

レ
ガ
シ
ー 

継続性 
人のつながりなど何かを残せ、今後も継続・発展していくことが期

待できる事業か。 

波及効果 
他の地域や団体等の活動のモデルとなり、そのアイデアの普及が期

待できる事業か。 
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Ⅵ．提出書類 

提出書類一覧 

段階 
資金支援を求めない提案の場合 

（広報支援を求める提案の場合） 
資金支援を求める提案の場合 

ステップ１ 
エントリー時 

・エントリーシート（様式１） 

 

※2 年目以降の大作戦チャレンジ事業については、継続申請者用の実施状況報

告を提出していただきます。 

 

ステップ２ 
企画書提出時 

・企画提案申請書（様式２） 

・企画書（様式３） 

・団体の概要書（様式４） 

・団体の会則・約款等 

 

♦左欄の書類に加え 

・収支計画書（様式５） 

ステップ３ 
大作戦チャレ

ンジ決定後 

 【クラウドファンディングを活用する場合】 

・クラウドファンディング活用申請書

（様式６） 

 

【資金の前払いを受ける場合】 

・助成金前払い交付申請書兼請求書

（様式７） 

 

ステップ４ 
事業実施後 

・事業実績報告書（様式８） 

・事業の概要が分かる書類等 

♦左欄の書類に加え 

・助成金交付申請書（様式９） 

・収支報告書（様式１０） 

・領収書等の写し 

【助成金額が確定した後】 

・助成金交付請求書（様式１１） 

 

その他 
事業計画を 

変更する場合 

・変更（中止）承認申請書（様式１２） 

・計画の変更に関連して必要となる書類一式 

事業計画を 

中止する場合 

・変更（中止）承認申請書（様式１２） 

※様式１～１２については定められた様式でご提出ください。 

なお、様式１以外の様式は、提案の進捗状況に応じて事務局からお渡しします。 
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参考１  資金の支援 

各区分及び対象によって、助成の考え方が異なります。 

区分 資金助成コース 
クラウドファンディング

活用支援コース 

対象 若葉*1 新規 レベルアップ 新規・レベルアップ 

助成 

対象 

経費 

次ページの表に定める要件を 
満たした経費 

次ページの表に定め
る要件を満たした経
費のうち、事業内容
のレベルアップ分と
事業の広報宣伝費 

クラウドファンディング
が成立した場合の手数料
（消費税含む） 

助成 
割合 

助成対象経費の 
10 分の 10 

初 回： 
助成対象経費の 
4 分の 3 

2 回目： 
助成対象経費の 
3 分の 2 

3 回目： 
助成対象経費の 
2 分の 1 

４回目： 
助成対象経費の 
2 分の 1 

助成対象経費の 
4 分の 3 

10 分の 10 

上限 

*2 

1 事業あたり 
１年間で 

最大 10 万円 

2021 年から始める取り組みは 
1 事業あたり最大 30万円 

※2020 年以前から実施している 

取り組みは一事業あたり最大 100 万円 

（いずれも千円未満は切り捨て） 

1 事業あたり 
最大 100 万円 

（千円未満は切り捨て） 

支払 

原則、事業実施後 

※交付予定額の 2 分の1 の額を上限に事前に支払うことができます 
（千円未満は切り捨て）。 
ただし、事業中止の場合、返金が必要となります。 

原則、事業実施後 

※クラウドファンディングが成
立した場合、手数料額の 2 分の
1 の額を上限（千円未満は切り
捨て）に事前に支払うことがで
きます。 
ただし、事業中止の場合、返金
が必要となります。 

備考 

下記のいずれかに該
当する５名以上のグ
ループが対象 
①学生グループ 
※高校生以下のみのグ
ループの場合は、保護
者等のサポート体制
が確認できることが
条件です。 

②新規事業または新
規事業を始めるため
の準備または新規の
地域コミュニティ活
動を行うグループ 

新しく立ち上げた事
業および取り組みを
始めて２年未満の事
業 
※新規事業として認め
られた事業について
は、2021 年 12 月末
までの対象期間中は新
規事業として取り扱い
ます。 

２年以上の取り組み
実績がある事業に新
たな視点を加えてレ
ベルアップを図った
事業 

All or Nothing 方式（目標
設定金額に達しなかった
場合、資金調達できない）
もしくは All‐In 方式（目
標金額未達成の場合でも、
集まった支援金額の分だ
け資金調達できる。ただ
し、集まった支援金額に関
わらずプロジェクトを実
施しなければならない。）
を選択できます。 

＊1「若葉」は助成対象経費が 10 万円以内の事業に限って選択できます。 

＊2 資金助成コースとクラウドファンディング活用支援コースを併用することは可能です。 

資金助成コース「若葉」での申請は 2 回までとし、3 回目は新規の初回が適用されます。 
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助成対象経費一覧 

経費費目 対象となる経費の例 対象とならない経費の例 

謝礼金 

・講師や専門家などに支払う謝礼金 ・実施主体の構成員や会員が講師等

を務める場合の謝礼金 

・助成対象経費の 5 割を超える場合 

物品 

購入費 

・事業に直接必要とされる物品のうち

使用可能期間が短いもの 

・事業に必要な木材などの材料費 

・炊き出し訓練や調理イベントなど、

食品の提供を主たる目的としない

取り組みの食材費 

・事業の実施に必要な参画者への配布

物の購入経費（イベント実施時のス
タッフ T シャツなど）ただし、物
品の配布をすることにより活動実
施に係る効果が向上するなどの必
要性が認められるものに限る。 

・１点が 30,000 円を超える物品 

・記念品、参加賞、贈答品 

・汎用性の高い物品（デジカメ、IC

レコーダー等） 

・食品の提供を主たる目的とする取

り組みの食材費 

広報 

宣伝費 

・チラシ、ポスター等の印刷経費 

・チラシ、ポスター等のデザイン費 

・記録用の写真印刷代 

・事業実施の開催告知等を、新聞、雑

誌等で広告するための掲載料 

・実施主体の広報宣伝媒体への掲載

費用 

郵便料

及び 

運搬料 

・切手・はがきなどの郵便料金 

・物品などの運搬費用 

・振込手数料 

・電話料金、インターネット使用料

などの通信費 

・交通費、燃料費 

保険料 

・講師、スタッフ、参加者などが事業

実施のために加入する保険料（イベ
ント保険、ボランティア保険など） 

・団体の日常活動のための保険料や

自動車保険 

委託料 
・専門知識や技術等を要する業務を外

部に委託する経費 

・事業の全部または主要な部分を外

部に委託する場合 

使用料

及び 

賃借料 

・会議室等会場使用料 

・物品、機器等の賃借（レンタル）料 

・レンタカー借上げ料 

・事業実施に直接関係する光熱水費 

・事業実施に直接関係する会議資料、

来場者及び参加者用の配布資料、報
告書のコピー代 

・実施主体または実施主体の構成員

が所有している機器・施設等の使
用料、賃借（レンタル）料 

・家賃（敷金、礼金等も含む） 

その他

経費 

・事業実施のために必要な経費で、実

行委員会が必要かつ適切と認めた
もの 
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 参考２  資金助成コースの助成金交付額の考え方（若葉を除く） 

・事業費全てを助成するものではありません 

助成金交付額は、助成対象経費にその事業の助成割合を乗じて算出し、千円未満は

切り捨てとします。 

ただし、同一事業を４年に渡って実施した場合の助成金交付額の上限は 100 万円 

となります。 

＜資金助成のイメージ＞ 

総事業費８０万円、助成対象経費５５万円の新規事業を４年間実施した場合 

初 回：５５万円 × ３/4 ➡ 助成金交付額４１．２万円（千円未満切り捨て） 

２回目：５５万円 × ２/3 ➡ 助成金交付額３６．６万円（千円未満切り捨て） 

３回目：５５万円 × １/2 ➡ 助成金交付額２２．２万円（100 万円上限まで） 

４回目：助成金申請なし（３回目で上限に達したため） 

 

・自己財源の確保に努めてください 

対象となる経費でも満額助成でないことから必ず自己負担が発生し、かつ対象とな

らない経費もあることから、事業を実施する上では自己財源（協賛金、参加料、他の

補助金など）の確保が必須となります。そのため、事業を計画する段階から、自己財

源の確保に努めてください。クラウドファンディング活用による財源確保もご検討く

ださい。 

・事業を継続するため一定の利益は許容します 

自己財源の確保により、助成金交付予定額を合わせた収入が支出を上回った（黒字

となった）場合、支出総額の２割相当額の収入額（利益）については、次年度以降の

財源確保分として全額許容し、助成金を満額交付します。 

なお、支出総額の２割を超える収入額（利益）があった場合は、その超過額に一定

の割合を乗じて助成金交付額から減額することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
♦新規事業１年目（助成割合３/４）のときのイメージ 

利益 割合 

～２割未満 ０％ 

２割以上３割未満 ５０％ 

３割以上４割未満 ７５％ 

４割以上 １００％ 

収入 支出 

対
象
経
費 

対
象
外
経
費 

助
成
金
交
付
額 

自
己
財
源 

利
益
２
割
ま
で 

は
全
額
許
容 

利
益
が
２
割
を
超
え
た
場
合
、
利
益
の
額
に
一
定 

の
割
合
を
乗
じ
て
助
成
金
交
付
額
か
ら
減
額 

対
象
経
費
の 

3/4 

（
協
賛
金
、
参
加
料
、 

他
の
補
助
金
な
ど
） 
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 参考３  

 

 

 

町⽥市にかかわる歴史と⽣活、⽂学、⾳楽、美術、写真、演劇、舞踏、メディア芸術、伝統芸能、芸能、 

ストリートカルチャー（ダンス、パフォーマンス、パレードなど）、コミュニティアートなど 

1. ⽂化の概念を広げる 

新たなジャンルに挑戦・つながること 

2. 感性を育てる  

子どもたちの創造を育むこと 

若手アーティストを育てること 

3. 人とつながる  

新たなつながりが次の創造を

産むこと 

4. 地域の課題を解決  

⽂化のチカラで地域の課題を

解決すること 

5. 町⽥発の⽂化を発信  

身近な⽂化や町⽥発の新たな 

⽂化を発信すること 

6. 海外との交流  

海外との交流のきっかけとなること 

7. 多様な人々の交流  

多様な人々が交流する機会となること 

7 つの要素のうち、1 つ以上が含まれること 

新たな事業 又は 

これまで行っていた活動に新しい発展的な取り組みを加えた事業 

町⽥市⽂化プログラムでは、まちだ○ごと大作戦の支援メニューに加えて、次の支援を行います。 

●町⽥市ホームページ、インスタグラム(@machida_bunpro)での事業紹介 

●ポスター、チラシ等での 「町⽥市⽂化プログラム」ロゴ・ロゴマークの使用 

※まちだ〇ごと大作戦に認証された事業のうち、3 つの要件を満たすものは、同時に町⽥市⽂化プログラムに 

認証されます。 

【問い合わせ先】⽂化スポーツ振興部⽂化振興課（TEL:042-724-2184・FAX:050-3085-6554） 

詳しくは、町⽥市ホームページをご覧ください。  町⽥市⽂化プログラム 検索 

しｋまち 

様々な⽂化芸術活動が対象です 

知ってみよう！やってみよう！ 



 

 

 

 
 

 

＜相談・受付・お問合せ先＞ 

まちだ〇ごと大作戦実行委員会事務局（町田市役所広報課） 

住 所：町田市森野 2-2-22 市庁舎４階 

電 話：042-724-4084  FAX：042-724-1171 

メール：mcity3260@city.machida.tokyo.jp 
（電話・窓口での受付は、平日 8 時 30 分から 12 時、1３時から 17 時） 

※窓口での相談を希望される場合は、事前連絡のうえお越しください 

＜取り組みの様子はこちらをご覧ください＞ 
＊まちだ〇ごと大作戦実行委員会ホームページ     

URL https://www.machida-marugoto.jp        ＊YouTube  

 
＊まちだ〇ごと大作戦 SNS 

・T w i t t e r：まちだまるごと大作戦１８－２０（daisakusen18_20） 

・Facebook：まちだまるごと大作戦１８－２０ 

・Instagram：まちだまるごと大作戦１８－２０（machida_marugoto_18_20） 

 

動画配信中！ 

mailto:mcity3260@city.machida.tokyo.jp
https://www.machida-marugoto.jp/

